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‭【第一部】‬

‭『ウクライナ避難者が自ら語る‬

‭「いま」「これから」』‬

‭１．ウクライナ避難者をめぐる全体概況報告：　‬

‭　‬‭YMCAウクライナ避難者聴き取り調査結果を踏まえて‬

‭日本YMCA同盟ウクライナ避難者支援‬

‭プロジェクト責任者：横山由利亜‬

‭◆オープニング‬

‭劇団マーフキの皆さん、オープニング・アクト‬

‭をありがとうございました。改めまして、みなさ‬

‭ん、こんにちは。「特別企画　戦禍を逃れて3年　‬

‭ウクライナ避難者が自ら語る“いま”“これから”」‬

‭を始めます。日本YMCA同盟の横山由利亜です。‬

‭本日は２部構成になっています。第一部は、い‬

‭まから3時まで、最初に私から「ウクライナ避難者‬

‭をめぐる全体概況報告」を行います。続いて、お‬

‭二人から発題をいただきます。ユリア・ベルナツ‬

‭カさんと、イリーナ・ウリバチョバさんです。本‬

‭日、ウクライナ避難者の方、子どもも含めて32名‬

‭がご参加くださっています。その中から4名に、実‬

‭体験に基づくコメントをお願いしています。‬

‭休憩をはさみ、第二部では、ウクライナ避難者‬

‭支援の分野で、行政や団体など、第一線でご活躍‬

‭の皆様、5名をお迎えします。「私たち日本社会が‬

‭問われていること」をテーマとしたパネルディス‬

‭カッションです。フロアからもご意見や質問を募‬

‭ります。最後に全体で記念撮影をし、自由な交流‬

‭の時間とします。‬

‭本日、通訳を務めてくださるのが、オクサー‬

‭ナ・ピスクノーワさん、オレーナ・ソボルさんで‬

‭す。よろしくお願いします。なお、本日は政治に‬

‭ついて議論することはいたしませんので、ご了承‬

‭ください。‬

‭◆はじめに‬

‭では、始めてまいります。このフォーラムは今‬

‭年で３回目になりますが、当事者の方々の前での‬

‭発表はとても緊張します。まさか避難生活が３年‬

‭間にも及ぶとは、避難者も支援者も、誰も想像し‬

‭ていませんでした。今年も寒い中、かけつけてく‬

‭ださり、ありがとうございます。戦争に抵抗する‬

‭私たちの「小さくても揺るぎのない力」だと信じ‬

‭ます。‬

‭1月末日現在、ウクライナ避難者の総来日者数‬

‭は2,747名、1,982名の避難者が生活しています。4‬

‭人に一人、800名近い方が危険を顧みず帰国か第三‬

‭国に出国しています。YMCAが支援活動を始めた‬

‭きっかけは戦争直後の日本で暮らすウクライナ人‬

‭からの家族呼び寄せの相談でした。自主財源と‬

‭YMCAのグローバルネットワークで166名の来日避‬

‭難を実現し、それをスタートに現在まで1,746名の‬

‭方々の生活に、伴走支援をしてきました。‬
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‭具体的には、YMCAはいち早く東京都と協定を結‬

‭び、都営住宅を１軒ずつお訪ねし、最近はSNSも‬

‭駆使しながら、心の内を聞き、困りごとや不安な‬

‭どに対応して来ました。これまでマッチングにつ‬

‭ながった相談件数がこちら1,893件です。ウクライ‬

‭ナ大使館とも協働し、特に子どもたちがウクライ‬

‭ナの文化を忘れないよう、その教育、継承に力を‬

‭入れて来ました。‬

‭来日は最初の半年に集中していますが、実はい‬

‭までも毎月20名程度が来日しています。ほとんど‬

‭が、東京、横浜、大阪、名古屋など都市部に集‬

‭中。右側は都営住宅に限ってのグラフですが、単‬

‭身者がついに6割を超え、年代と性別で言えば、女‬

‭性が75％、ただし男性が10～20代で増加していま‬

‭す。‬

‭◆支援活動の変化‬

‭フェイズで少し振り返ってみます。最初の、‬

‭「命の危険回避」の段階から、異国での生活がス‬

‭タートし、住民登録はじめ様々な日本語での手続‬

‭き、ゴミ問題から蒸し暑い気候への対処などがあ‬

‭りました。YMCAは訪問支援と並行して、リラック‬

‭スできる居場所を用意し、手続きのサポートや生‬

‭活講座、物資支援、ウクライナ図書館の開設、続‬

‭いて、ハローワークでの仕事探しや病院への同‬

‭行、子どもの学校転入のサポートを行いました。‬

‭来日１年過ぎた頃から、中長期化を覚悟せざる‬

‭を得えなくなりました。離れている本国の家族と‬

‭の関係に、変化も出てきました。ウクライナの女‬

‭性は医師、弁護士、会計士、エンジニアなど専門‬

‭性を身に着けた人が多いです。なので、「日本語‬

‭や、資格の壁でキャリアはもうあきらめないとい‬

‭けないのか」、「パートタイムでの、体力勝負の‬

‭仕事をこのまま続けられるか」といった悩みが寄‬

‭せられました。「子どもは将来、ウクライナか日‬

‭本のどちらで進学するが良いか」といった簡単に‬

‭は答えの出ない、人生設計に関わる相談が増えた‬

‭のもこの頃からです。来日3年目の昨年2024年から‬

‭は、定住を視野に入れた相談がぐっと増えてきて‬

‭います。日本政府は、2023年12月、ウクライナ避‬

‭難者を準難民と位置づけ、希望する人には最大5年‬

‭間の定住資格を与え、多くの避難者が申請をしま‬

‭した。‬

‭◆最近の傾向‬

‭ごく最近の避難者の傾向はこの通りです。侵攻‬

‭当初は「母子・高齢者」が中心でしたが、徴兵を‬

‭目前に控えた16-17歳の男性、若い独り身の女性、‬

‭避難民による家族の呼び寄せ、重い障がいのある‬

‭方、日本国内で言えば地方都市から都心への移動‬

‭も多くなってきています。‬

‭◆2024年度の最大のテーマ‬

‭2024年度、私たち支援団体の最大のテーマは、‬

‭「どのように自立に向けて、道筋を計画し、それ‬

‭を実現できるか」でありました。なぜなら避難者‬

‭の生活基盤である各種財政支援が順次終了を迎え‬

‭ていくからです。国の受け入れた「身寄りのない‬

‭避難者」の財政支援は2年間のため、多くがすでに‬

‭終了しています。数で一番多いのは侵攻直後2022‬

‭年の3月～5月に来日した母子や高齢者たち、全体‬

‭の約半数になります。この方がたの日本財団によ‬

‭る支援は今年2025年の春、一斉に終了します。‬
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‭しかし、一方で「自立への道筋、計画づくり」‬

‭は一律的に考えられないことは明白でした。とい‬

‭うのもこの都営住宅在住者の世帯の構成から見て‬

‭も、実に、2/3の世帯が、さまざまな理由で持続的‬

‭な就労がかなり厳しく、経済的な自立に困難を抱‬

‭えていると言わざるを得ないからです。「そもそ‬

‭も働く資格のない16歳までの子ども」と「17歳か‬

‭ら22歳までの学齢期の子ども」が合わせて172名、‬

‭次に「60歳以上の高齢者」が69名、続いて「幼児‬

‭から中学生までの子どもを抱える世帯の世帯主‬

‭（母親）」が61名、障がい者が15名となり、合わ‬

‭せて64％にも上ります。‬

‭「働きたい、自立したい」という気持ちはあっ‬

‭ても現実的に厳しい方々の置かれた状況に対し‬

‭て、いまどういった支援が重要なのか。私たちは‬

‭３つのカテゴリーに分け、聴き取りと分析を行‬

‭い、2024年度の支援策に反映してきました。‬

‭◆「中学生までの子どもを持つ母親」‬

‭まず、幼児から中学生までの子どもを持つ母子‬

‭世帯です。母親はたくさんの心配事を抱えてお‬

‭り、どう寄り添えるか、です。‬

‭（１）子どもの日本語が上達する一方、母親の日‬

‭本語習得が後回しになっています。‬

‭（２）子どもは日本の学校へシフトしつつありま‬

‭すが、それでも7割の家庭がオンラインや家庭学習‬

‭でウクライナの教育もフォローしています。‬

‭（３）高等教育進学にかかる費用の貯えがないこ‬

‭とが心配です。加えて、子どものPTSDや、発達に‬

‭課題があるケース、学校でのいじめなど、不安は‬

‭尽きません。‬

‭（４）地域密着の生活スタイルなので住宅、居住‬

‭地の継続について強い希望をもっています。‬

‭　私たちは日本語教育機関へのつなぎ、地域内で‬

‭子育てと両立可能、できれば将来的に見てキャリ‬

‭アを活かせる仕事探し、学校の三者面談への付き‬

‭添い同行などに注力してきました。‬

‭◆「高齢者世帯」‬

‭次に、60歳以上の高齢の避難者についてです。‬

‭日本では60歳は高齢者ではありませんが、ウクラ‬

‭イナの平均寿命は世界100位で73歳です。なので、‬

‭私たちの感覚で年齢を見ない方が良いかなとも思‬

‭います。‬

‭（１）当然ですが、健康状態への不安が増してい‬

‭ます。‬

‭（２）地域の福祉サービス等の情報を把握できて‬

‭おらず、‬

‭（３）日本語ができないため、孤立の恐れがあり‬

‭ます。‬

‭　高齢避難者の受け入れ家族は、その多くが日本‬

‭で暮らす娘です。彼女たちの多くは日本語ができ‬

‭るので、高齢避難者だけでなく双方へアプローチ‬

‭して情報を提供することがキーとなります。定期‬

‭健診や介護予防などはもちろんですが、多少なり‬

‭とも収入や生きがいにつながる趣味づくり、居場‬

‭所があることが、日々の楽しみ、ひいては生きる‬

‭意欲につながるのではないかと考えます。都営住‬

‭宅の住民同士の文化交流イベントや、ＮＰＯと協‬

‭働して「楽しく覚える日本語サロン」の紹介等に‬

‭も努めています。‬

‭◆「単身の若年層」‬

‭では、現在、増えている「単身の若い世代、若‬

‭年層」の自立への道筋はどうでしょうか。‬

‭話しを聞くと、彼らの原動力は、アニメを始めと‬
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‭する日本文化への強いあこがれです。若いので日‬

‭本語能力の向上は目覚ましく、その多くが声を大‬

‭にして「日本に定住したい」と話してくれます。‬

‭（１）ただ、社会経験、ロールモデル、相談相手‬

‭が不足し、断片的な情報で自己判断になりがち、‬

‭危なっかしいのも事実です。‬

‭（２）経済的な自立に向けた将来設計が適切に行‬

‭えるよう、就学や就労支援に関する相談窓口につ‬

‭なげること‬

‭（３）あと、一人で暮らしているため孤立感を深‬

‭めてメンタル面でサポートの必要な人も少なから‬

‭ずいます。ですので、日本での友人づくり、ス‬

‭ポーツや体を動かす機会など心身の形成期として‬

‭も重要になるのではないでしょうか。‬

‭ここまで、2024年度の私たちの活動の注力点に‬

‭ついてお話してきました。‬

‭◆独自アンケートから‬

‭では、いよいよ2025年度に向けてですが、今回1‬

‭月に私たちが行った独自アンケートの結果を紹介‬

‭してまいります。アンケートは、東京を中心に全‬

‭国423名に対して送られ、176名から結果が得られ‬

‭ました。調査結果を見てまいります。‬

‭◆調査１：生活費終了時期と計画‬

‭①まず、「生活費の支援がいつ終了するか」で‬

‭す。回答者の77％が日本財団から3年間の生活費支‬

‭援を受けていますが、2025年前半でそのうちの60‬

‭％、後半で35％が支援終了、打ち切りとなりま‬

‭す。右側はいわゆる「日本政府から支援を受ける‬

‭身寄りのない避難民」で、来月3月には全員が終了‬

‭します。‬

‭②「生活費の支援が終了したら、どのような生‬

‭活状態になるか」を尋ねました。「直ちに生活が‬

‭困窮する」が30％、「引き続き住宅支援があれば‬

‭生活可能」と答えたのが60％、合わせて90％にな‬

‭り、見通しは大変に厳しいです。住宅支援の重要‬

‭性の高さが伺えます。‬

‭③次に、「支援終了にあたっての計画」につい‬

‭て尋ねました。最も多い回答は「就労先を増やす‬

‭か、労働時間を増やす」で、次に「補完的保護申‬

‭請と定住支援プログラムの利用」、合わせて62.7‬

‭％です。「特に計画がない」も18％おられ、「帰‬

‭国を検討する」はわずか9％にとどまっています。‬

‭◆調査2：就労‬

‭①経済的基盤をつくるための就労についてです‬

‭が、昨年と状況を比較してみました。昨年と今年‬

‭の回答者は皆同じではないので正確な比較ではあ‬

‭りませんが、就労状況は残念ながら、ほとんど改‬

‭善が見られません。フルタイムでの就労者は17.6‬

‭％と２割に満たず、パートタイムが4割です。パー‬

‭トタイムの職種も聞いており、販売・フード・ア‬

‭ミューズメントが断トツで多い結果。違いは、昨‬

‭年と比べて、「現在は働いていないが、仕事を探‬

‭している」という回答が急増しています。実際、‬

‭私も最近では、6-70代や障がいのある方々から‬

‭「私も仕事を探したい」という切迫した声を聴く‬

‭ようになりました。‬

‭②給与は、収入ゼロが45％、次に「1-5万円」、‬

‭「5-10万円」と続き、パートタイムと言っても、‬

‭独り立ちをするには収入が十分に得られていませ‬

‭ん。私に寄せられる相談に、「パートの時間を増‬
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‭やしてほしいと言っても上司に断られた」や、‬

‭「肉体労働で時間数を増やして体力がもつだろう‬

‭か」というのもあります。‬

‭◆調査3：日本語‬

‭①では、就労に求められる日本語のレベルと学‬

‭習状況はどうでしょうか。まず昨年との比較です‬

‭が、「日常会話はできる」、「読み書きができ‬

‭る」が着実に増えています。全体的なレベルアッ‬

‭プ、底上げが見て取れます。‬

‭②「日本語学習をしたことがない」と答えた‬

‭35名を除いた141名が、何らか日本語を習っている‬

‭と思われます。延べの数のグラフですが、オンラ‬

‭イン、対面と、様々な方法と機会を活用して日本‬

‭語学習をしていることがわかります。‬

‭③学習期間も、１ヶ月から３ヶ月、半年、１‬

‭年、２年以上と比較的に右肩上がりで多くなり、‬

‭継続して学んでいることが伺えます。ウクライナ‬

‭避難者の方が日本での生活、自立や定住に向けて‬

‭日本語学習の重要性をきちんと認識しておられ、‬

‭皆さん不断の努力をされている、涙ぐましい様子‬

‭が伺えます。（会場内、拍手）‬

‭◆調査４：不安事項‬

‭YMCAの支援活動の特徴は、人間的な交わりで‬

‭す。困りごとを点ではなく、その人や家族全体を‬

‭捉えて一緒に課題解決に向かう、伴走の姿勢にあ‬

‭ります。　今回、「いま、日本での生活につい‬

‭て、本音のところで困っていること、不安な点が‬

‭あればそれはどういったことですか」を複数回答‬

‭可で聞いてみました。その結果がこれです。断ト‬

‭ツ多く、128人が「将来の戦争の展開について不安‬

‭がある」と回答しました。次に「経済的に不安が‬

‭ある」、続いて「ウクライナの家族の安全につい‬

‭て不安がある」となりました。‬

‭財政的な支援終了を目前に経済的な不安を抱‬

‭え、定住か帰国か揺れ動き、パートタイムで働い‬

‭て日本語を懸命に勉強し続ける避難者たち。その‬

‭心の内をいつも大きく占める不安、それはやはり‬

‭将来の戦争の展開であり、家族のことなのです。‬

‭ストレスなどと軽い言葉では言い表せない、重い‬

‭重い現実を私たち支援者は忘れてはなりません。‬

‭◆調査５：支援の縮小にあたり具体的な不安事項‬

‭①それを大前提とし、では「経済的な支援が縮‬

‭小、終了したら特に不安なことはなんですか」を‬

‭尋ねました。昨年との比較ですが、今年は更に顕‬

‭著に、「（住宅支援がなくなった場合、）民間住‬

‭宅に移って家賃を払えるか」と、「仕事に就いて‬

‭安定した収入が得られるか」が２トップとなりま‬

‭した。「日本語学習の継続とその費用の捻出がで‬

‭きるか」が続きます。‬

‭②ちなみに、都営住宅は先月1月下旬に無償提‬

‭供の１年延長が決定しました。居住する約510名は‬

‭胸をなでおろし本当に感謝をされておられます。‬

‭全国市区町村によっては新規受け入れ中止、一部‬

‭家賃自己負担など、状況はまちまちです。避難者‬

‭にとって、日本での住宅は、いまや「第二の故‬

‭郷」、ハウスではなくホーム、くらしの場であ‬

‭り、人生を切り開く拠点となっています。全国の‬

‭避難者の8割近くが都市部に集中しています。都会‬

‭の貧困は「ハウジングプア」であると指摘がある‬
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‭くらいに住宅費の負担の重さが都市生活者の貧困‬

‭に直結している現実からすると、住まいに関する‬

‭不安が強いのも最もなことかも知れません。‬

‭◆調査6：戦争が終了した場合‬

‭次に、「戦争が終了（停戦・休戦）した場合、‬

‭あなたはどのような選択を希望しますか」という‬

‭質問です。昨年との比較ですが、「速やかに帰国‬

‭をする」と答えた割合が減少し、「日本で定住を‬

‭試みる」と答えた方の割合が増えて、日本への定‬

‭住を積極的に指向している割合が51.7％と過半数‬

‭を超えています。その理由には、「帰国しても元‬

‭通りの生活は送れない」といったネガティブなも‬

‭のもありますが、「勉強中の日本語を活かして、‬

‭日本の会社に就職したい」「日本社会に恩返しが‬

‭したい」「日本の歴史や文化、そして平和につい‬

‭てもっと理解を深めたい」といったポジティブな‬

‭ものがより一層増えています。‬

‭◆調査７：補完的保護制度‬

‭①2023年12月から補完的保護制度が始まりまし‬

‭た。難民条約上の難民には該当しないものの、保‬

‭護を必要とする人を守るための仕組みです。帰国‬

‭の見通しが立たないウクライナ避難民が実質的に‬

‭対象の第一号となり、申請が進みました。実際、‬

‭申請割合ですが、「すでに申請し認定された」が‬

‭78.2％、「認定待ち」を入れると83.5％と非常に高‬

‭い割合で、最長5年の安定した定住VISAに切り換え‬

‭ていることが分かります。なお正式な認定数は政‬

‭府から公表されていません。‬

‭②一方で、補完的保護制度に付随する定住支援‬

‭プログラムの受講についてはほとんど利用されて‬

‭いない状況であることが分かります。定住支援プ‬

‭ログラムとは、原則6ヶ月の日本語教育（572時‬

‭間）と生活ガイダンス（120時間）が受けられ、そ‬

‭の期間中は宿泊施設や生活費も一部提供されると‬

‭いうものです。‬

‭③では、なぜ定住支援プログラムの受講が進ま‬

‭ないのか。その理由ですが、一番多いのは「日本‬

‭財団の支援が終了してから受ける」が多く、生活‬

‭費支給を目的とする回答です。しかしそれ以外に‬

‭も理由は「申し込み方法がわからない」といった‬

‭依然として情報へのアクセスが難しい様子や、‬

‭「日本語のレベルが合わない」「すでに仕事をし‬

‭ていて時間が取れない」「生活に必要な情報はす‬

‭でに持っている」など多岐に渡っています。ぜ‬

‭ひ、定住支援プログラムがより避難者の実質的な‬

‭ニーズにあうものになるよう、今後の運営の参考‬

‭にしてほしいと願います。‬

‭◆調査8：日本人の友人や知り合い‬

‭①視点を変えましょう。「日本人の友人や知り‬

‭合いがいるかどうか」を見て行きたいと思いま‬

‭す。‬

‭「いない」と回答した人の割合が昨年より減り、‬

‭「いる」という方が8割を越えました。うれしい結‬

‭果です。‬

‭②では、どういうところで日本人の友人や知り‬

‭合いを作っているかですが、実はウクライナ避難‬

‭者の約半数が、日本でなんらかの「文化交流や趣‬

‭味、スポーツのコミュニティ」に入っていること‬

‭が分かりました。‬
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‭③そして、それは、ウクライナ避難者やウクラ‬

‭イナ人向けのコミュニティに限らず、むしろ一般‬

‭向けのコミュニティが多いのも驚きです。‬

‭④参加しているコミュニティの種類ですが、‬

‭「趣味やスポーツ」が一番多く、次に「自治体や‬

‭支援団体・NGO関連」、「学校や子供の関係」と‬

‭続きます。コミュニティのテーマも、ネットワー‬

‭クが広がる場も非常に多様であることが見てとれ‬

‭ます。‬

‭参考までにですが、日本社会の特徴に、団体や‬

‭組織などコミュニティへの加入率が低いことがあ‬

‭ります。スポーツ、レクリエーション団体への加‬

‭入率などは１％未満と聞いています。実際にウク‬

‭ライナ避難者は、日本の文化に興味を持って書道‬

‭や生け花に参加したり、「近くにクラブチームは‬

‭ないのか」と私に聞いて、ないと知ると公営のジ‬

‭ムに通ったり、ラジオ体操で仲間を作ったり、得‬

‭意の手芸を活かして地域のグループに参加してい‬

‭ます。東京都はＱＯＬの向上に力を入れ、毎年、‬

‭FC東京のサッカーの試合観戦に招待しています‬

‭が、こちらも会を追うごとに人数が大規模とな‬

‭り、とても好評です。‬

‭◆調査９：健康度‬

‭今回、避難生活の長期化にあたって「健康状‬

‭態」の変化について、「来日時と比べてあなたの‬

‭健康はどうですか」と聞きました。「悪くなっ‬

‭た」と「変わらない」がそれぞれちょうど30％で‬

‭あり、39％は「良くなった」との回答です。なぜ‬

‭そう思うかの理由を聞いた自由記述では、戦争が‬

‭ないことの日本の生活の安心をのべる回答がたく‬

‭さんある一方、戦争に関しての不安、慣れない肉‬

‭体労働で体を壊した、医療サービスが受けにく‬

‭い、気候の違い、免疫の低下、ワンオペでの育児‬

‭などから悪化したとの回答です。‬

‭健‬‭康‬‭状‬‭態‬‭は‬‭心‬‭身‬‭の‬‭well‬‭being‬‭の‬‭観‬‭点‬‭か‬‭ら‬‭も‬‭幸‬‭福‬‭度‬

‭の指標の一つであり、悪化している人が約3分の１‬

‭弱いる現状は、今後、注視していかないとなりま‬

‭せん。‬

‭◆調査10：戦争の終わり方‬

‭参考までにウクライナ本国で行われている意識‬

‭調査を模して、ロシアとの和平を達成するための‬

‭妥協案として、どの意見に最も同意しますか、と‬

‭いう質問を加えました。‬

‭「い‬‭か‬‭な‬‭る‬‭状‬‭況‬‭下‬‭で‬‭も‬‭領‬‭土‬‭を‬‭放‬‭棄‬‭し‬‭て‬‭は‬‭な‬‭ら‬‭な‬

‭い」は２番目に多い29％（59名）となり、「領土‬

‭の一部を放棄しても良い」は10.8％（19名）に留‬

‭まりました。その一方で、「どちらとも言えな‬

‭い」という回答が40％（79名）で最も多く、回答‬

‭拒否も19％（34名）おられました。国を離れて立‬

‭場がとりにくい、判断が難しいという状況にある‬

‭ことはもちろんですが、同じウクライナ避難者で‬

‭あっても出身地や背景、帰る家の有無などによっ‬

‭ても異なり、一枚岩になれない、だからこそ自分‬

‭の意見を口に出さない、出せない現実も垣間見え‬

‭ます。‬

‭◆調査11：最後に－幸福度‬

‭①最後に、幸福度について尋ねました。‬

‭来日時よりも、現在の方が「非常に幸せ」と答え‬

‭た人は減った一方、「少し幸せ」と答えた人の数‬

‭が増えました。‬
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‭②幸福度の変化です。幸福度について「よく‬

‭なった」と考える人は68.4％と圧倒的に多い結果‬

‭です。何に幸せを感じるかの質問もしたのです‬

‭が、健康であること、仕事があり収入があるこ‬

‭と、趣味や余暇を楽しむ時間、良好な友人関係な‬

‭ど理由は多様です。‬

‭◆まとめ‬

‭かけあしでお話をさせていただきました。就‬

‭労、日本語学習、心身の健康の課題を抱えつつ‬

‭も、地道に努力を続け、コミュニティにも参加‬

‭し、日本社会に少しずつ根を張って定着されてい‬

‭ます。生活スタイルも多様化してきています。し‬

‭かし同時に、戦争の行方が読めない重いストレス‬

‭と財政支援の打ち切りという不安にさらされてい‬

‭ます。この2025年、ここまで積み重ねてきたもの‬

‭がこの先につながっていくのか、それとも望まぬ‬

‭人生、予期せぬ生活に再び転落してしまうのか、‬

‭その瀬戸際にあるのではないでしょうか。‬

‭私はぜひ、ウクライナ避難者の戦争から逃れ来‬

‭たという状況に心を寄せ、たゆまない努力に敬意‬

‭を表し、一人一人の希望の実現のために力になれ‬

‭るよう、このフォーラムで共に考えてまいりたい‬

‭と願っています。‬
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‭２．ウクライナ避難者による意見提示‬

‭発題①‬

‭ウリバチョバ・イリーナ　Iryna Hrybachova‬

‭皆さん、こんにちは。私はウリバチョバ・イ‬

‭リーナです。ウクライナの弁護士で、現在、法律‬

‭事務所　キャスト・グローバルに勤務していま‬

‭す。この場でお話をさせていただくのは3回目で、‬

‭YMCAに感謝いたします。‬

‭私は日本へ避難されてきた方々への法的支援プ‬

‭ロジェクトに3年間取り組んでいて、ウクライナ人‬

‭が直面する課題の変化を見てきました。最初の2年‬

‭間は主にビザや在留資格に関するものが中心でし‬

‭た。いまでは多くの方が補完的保護制度によって‬

‭長期の定住ビザを取得、もしくは申請中となりま‬

‭した。‬

‭現在、ウクライナ人からの法律相談は、労働問‬

‭題（労働権利の侵害や雇用契約の解釈）、家族法‬

‭（離婚、子供の養育費）、ビジネス関連（事業の‬

‭設立・運営、税務）など、多岐にわたっていま‬

‭す。また、私たちはウクライナ企業の日本市場進‬

‭出を支援するとともに、日本企業のウクライナ進‬

‭出やビジネス展開に関するサポートも行っていま‬

‭す。‬

‭日本で暮らすウクライナ避難者は、日本語や文‬

‭化、価値観を学んでいて、将来的に日系企業やウ‬

‭クライナ企業で貴重な人材となる可能性がありま‬

‭す。ウクライナと日本の関係強化と発展のために‬

‭重要な役割を果たすでしょう。‬

‭特に、現在高校に通い、将来大学進学を考えて‬

‭いる若者たちは、大きな可能性を秘めています。‬

‭多くの生徒は日本語学校で学び、この3年間で高い‬

‭レベルの日本語能力を身につけました。同時に、‬

‭ほとんどのウクライナ人の高校生は、オンライン‬

‭でウクライナの学校にも通い続けています。彼ら‬

‭にとって現在の大きな選択の問題は、ウクライナ‬

‭に戻って現地の大学に進学するか、それとも日本‬

‭の大学に挑戦するかというものです。しかし、日‬

‭本の大学への進学は入学試験の難易度や学費の高‬

‭さなどの問題があり、ウクライナ人学生向けの奨‬

‭学金や助成金制度の今後の充実が期待されます。‬

‭もう一つの問題は、日本からウクライナの大学‬

‭へ進学する場合に必要な「National‬

‭Multidisciplinary‬‭Test‬‭(NMT)‬‭」‬‭の‬‭受‬‭験‬‭環‬‭境‬‭で‬‭す。‬‭NMT‬

‭は海外でも受験でき、アメリカ、カナダ、トル‬

‭コ、ジョージア、ヨーロッパ諸国などでは専用の‬
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‭試験センターが設置されています。しかし、東ア‬

‭ジアにはNMTの試験センターが一切なく、受験希‬

‭望者は最寄りの国やウクライナまで渡航する必要‬

‭があります。これは時間的・経済的負担が大き‬

‭く、東京にNMTの試験センターが設置されること‬

‭を望みます。‬

‭日本での3年間の生活を経て、日本財団やその‬

‭他の支援団体による経済的なサポートが終了する‬

‭中、多くのウクライナ人が困難な選択を迫られて‬

‭います。一つの選択肢は、ウクライナに帰国する‬

‭ことですが、依然として厳しい安全保障と経済の‬

‭状況が続いています。ウクライナ東部では戦闘が‬

‭続き、都市や国境地域ではほぼ毎日のように爆撃‬

‭が行われ、停電や暖房の停止も発生しています。‬

‭もう一つの選択肢は、日本に留まることです‬

‭が、財政支援がなくなる中での生活は決して容易‬

‭ではありません。特に、日本語を十分に習得して‬

‭いないと、高い収入の仕事を見つけることは難し‬

‭く、今後の生活に不安を抱える人も多いです。‬

‭この決断は、各個人がどの程度日本社会に適応‬

‭できたかに大きく左右されます。言語を習得し、‬

‭仕事を見つけ、やりがいのある活動に携わり、ウ‬

‭クライナ人コミュニティや日本の人々と交流を持‬

‭つことができるかどうかが重要です。そのため、‬

‭自立した生活への適応を支援する取り組みが非常‬

‭に重要となります。私自身、多くのウクライナ人‬

‭を知っていますが、たとえリスクがあっても、ウ‬

‭クライナへの帰国を決意している人は少なくあり‬

‭ません。‬

‭ウクライナ人は、日本とウクライナの双方で支‬

‭援活動を行うために、力を合わせています。現‬

‭在、ウクライナ人と日本人が協力して運営する募‬

‭金や市民団体の設立が始まっており、ボランティ‬

‭ア活動が活発に行われています。例えば、私が関‬

‭わる日ウパートナーシップ協会（JAUPA）は、浦‬

‭安市のウクライナ人と日本人によって設立されま‬

‭した。詳細については、公式ウェブサイトをご覧‬

‭ください。JAUPAでは、ウクライナ料理のワーク‬

‭ショップ、地域のフェスティバルや展示会への参‬

‭加などの活動を通じて、日本社会におけるウクラ‬

‭イナ文化の普及を図るとともに、ウクライナへの‬

‭人道支援も行っています。また、このようなイベ‬

‭ントには、日本に避難したアーティストや職人も‬

‭参加していて、歌や楽器演奏、ダンス、ウクライ‬

‭ナのシンボルを使った手工芸品の制作など、様々‬

‭に才能を活かしています。ワークショップを開催‬

‭することで、社会貢献をしながら副収入を得る機‬

‭会ともなっています。‬

‭日本での自立した生活には、安定した仕事と十‬

‭分なサポートが不可欠ですが、継続的なストレス‬

‭の中で適応するのは容易ではありません。だから‬

‭こそ、互いに協力し、助け合い、コミュニティと‬

‭して支え合うことがとても重要なのです。‬

‭ご清聴いただき、ありがとうございました。‬

‭発題②‬

‭ベルナツカ・ユリヤ　Julia Bernatska‬

‭みなさん、こんにちは。2022年4月にウクライナ‬

‭から来日したユリヤ・ベルナツカです。私はもと‬
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‭もとIT部門で働いており、この分野で20年以上の‬

‭経験があります。‬

‭来日後、日本のIT企業で働いて3年になります。‬

‭また、日本に避難してきたウクライナ人のサポー‬

‭ト‬‭や、‬‭IT‬‭の‬‭新‬‭し‬‭い‬‭専‬‭門‬‭ス‬‭キ‬‭ル‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭Power‬ ‭BI‬

‭Analystを習得するための避難民向け研修コースの‬

‭企画・運営も行ってきました。‬

‭現在、日本財団からの生活費の支援終了を間近‬

‭に控え、避難者にとって財政的な安定と自立の問‬

‭題は緊急性を増しきています。そこで今日は、日‬

‭本におけるプロフェッショナル（専門家/専門職）‬

‭の雇用と訓練の問題に焦点を当ててお話をしたい‬

‭と思います。‬

‭まず、日本で仕事を探す場合、日本文化の特殊‬

‭性を考慮する必要があります。まずどうやってポ‬

‭ジション（職）を探すか、です。‬

‭大きく分けて3つの方法があります。知人によ‬

‭る紹介、ハローワーク、専門の求職プラット‬

‭フォーム/エージェントです。まず求職の意思を多‬

‭くの人に示すことが大事で、それによって紹介や‬

‭手助けをしてくれる人が増えます。ソーシャルメ‬

‭ディアに投稿することも有効でしょう。ハロー‬

‭ワークは求人情報のデータベースは充実してい‬

‭て、日本語の知識がなくても応募可能な求人も見‬

‭つけることもできます。ただ残念ながら日本のハ‬

‭ローワークは、専門性の高い仕事を見つけるには‬

‭適していません。ウクライナで大学講師として働‬

‭いて方がハローワークに行ってもマッチする仕事‬

‭がない、こういったミスマッチは実際に起こって‬

‭います。資格を伴うプロフェッショナルの求人を‬

‭見つけるには、専門の求人検索プラットフォーム‬

‭や人材紹介会社を利用する必要があります。‬

‭プラットフォームとしては、例えばLinkedinが‬

‭あります。そこでプロフィールを作成し、必要事‬

‭項を記入し、興味のある求人情報に登録します。‬

‭また、適当な求人がなくても、働きたい会社の人‬

‭事担当者に手紙を書くことを私はお勧めしていま‬

‭す。私はこの方法でいまの仕事を見つけました。‬

‭面接は、日本ではソフト面でのスキルがとても重‬

‭要視されます。専門的なスキルよりも、性格や振‬

‭る舞いがより詳しく見られるということです。‬

‭キャリアが浅い場合や、訓練を受けて新しい専門‬

‭分野にチャレンジするような場合には良いかもし‬

‭れません。‬

‭また、日本企業における試用期間のあり方にも‬

‭注目していただきたいです。試用期間の目的は、‬

‭同僚に紹介し、会社のルールを学び、慣れる機会‬

‭を提供することです。試用期間中に成果や結果を‬

‭求められるということでは必ずしもありません。‬

‭どちらかというと適応のための期間なのです。信‬

‭じてほしいのは、多くの日本人の同僚があなたの‬

‭仕事を助けようとしてくれているので、怖がらず‬

‭に仕事に挑戦してください。「仕事を見つけるの‬

‭も仕事」、「簡単ではないが可能性はある！」と‬

‭私は伝えたいです。‬
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‭すべての専門家がその分野で仕事を見つけられ‬

‭るわけではありません。例えば、弁護士、医師、‬

‭美容師、その他の専門職は大変です。日本で働く‬

‭には、日本の教育資格と適切な免許が必要だから‬

‭です。外国人労働者が多い国、カナダの経験をお‬

‭話します。‬

‭カナダには他国で取得した卒業証書を有効化す‬

‭る手続きがあります。卒業証書が有効であれば、‬

‭カナダで自分の専攻分野で働くことができます。‬

‭残念ながら、日本にはそのような手続きはありま‬

‭せん。従って、例えば10年の経験を持つ美容師‬

‭は、その専門分野で働くことができず、アルバイ‬

‭トを探さなければなりません。日本はこのように‬

‭して貴重な専門的スキルを失い、納税額も減らし‬

‭てしまっていると思う時があります。‬

‭カナダは外国人労働者の人口の多い国であるた‬

‭め、外国人の適応について豊富な経験があり、政‬

‭府による職業再訓練プログラムも数多くありま‬

‭す。日本では、ハローワークがウェブデザイナー‬

‭やシステム管理者などの職業訓練コースを提供し‬

‭ています。この素晴らしい機会をもっとより多く‬

‭の人、特にウクライナ避難民にも知ってもらい、‬

‭拡大して新しいコースを追加していってほしいと‬

‭思います。‬

‭日本は現在、より多くの外国人労働者に門戸を‬

‭開いており、卒業証明書の検証や再訓練といった‬

‭問題は今後ますます重要になってくるだろうと思‬

‭います。‬

‭ご清聴ありがとうございました。‬
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‭フロアセッション：‬

‭各世代が自ら語る「いま」「これから」‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭一人目．I・Bさん‬

‭ハルキウ出身　30代・男性‬

‭　妻と幼児の３人でハルキウから石川県七尾市に‬

‭避難。能登半島地震で住居半壊となり金沢に避‬

‭難。その後東京に移住。ウクライナではプロのバ‬

‭スケットボール選手であったが日本では現在求職‬

‭中。不安定な生活が続き、日本語、就労、子育て‬

‭の目途が立っていない。‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭みなさん、今日はお招きをいただきありがとう‬

‭ございます。自分自身のストーリーを皆さんと共‬

‭有させてください。全面侵攻が始まった日を鮮明‬

‭に覚えています。父から電話があり「戦争が始‬

‭まった。早く荷物をまとめて避難したほうが良‬

‭い」と言われました。私はそのときウクライナ西‬

‭部のテルノープリにいました。私はプロのバス‬

‭ケット選手で、そのときはテルノープリのクラブ‬

‭に属していました。もともと私はハルキウの出身‬

‭で、両親はドネツク州にいました。そのどちらも‬

‭避難できるところではないです。どこに行ったら‬

‭よいか分からず、電話から２時間は荷物をつめて‬

‭ただ待っているだけでした。国全体がパニックに‬

‭陥っていたので、私たちも例外ではありませんで‬

‭した。‬

‭その日は夜になって子どもと一緒に避難場所に‬

‭行きました。そのときはすでに空襲警報が鳴り始‬

‭めていました。戦闘は数日で収まると信じていま‬

‭したが、1週間過ぎた頃にはこの戦争は早くには収‬

‭まらないことがわかりました。そして、エージェ‬

‭ントに電話をかけて、どこかで仕事を見つてくれ‬

‭るようにお願いをしました。エージェントはいく‬

‭つかのチームを見つけてくれ、中にはヨーロッパ‬

‭のチームもありましたが、私は日本を選びまし‬

‭た。ウクライナでは、成人男性は徴兵のため出国‬

‭が認められていませんでしたが、私はプロのバス‬

‭ケット選手として許可をもらっていたので出国す‬

‭ることができました。‬

‭日本の「金沢武士団」というチームと契約をし‬

‭たので、まず石川県に向かいました。妻と小さい‬

‭子どもはワルシャワで3ヶ月ほどビザが出るのを待‬

‭ち、遅れて来日しました。家族そろって石川県の‬

‭小さな町で暮らし始めました。契約した最初の年‬

‭は同じチームに３人のウクライナ人選手がいたの‬

‭で、とてもいい環境でした。2年目も契約が更新で‬

‭きたところに、2024年1月1日、能登半島地震が起‬

‭き、大きな衝撃と影響に見舞われました。隣に住‬

‭んでいる人がすぐに駆けつけて私たちを高台にあ‬
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‭る学校に避難させてくれました。その学校で一夜‬

‭を過ごしました。しかしその後2日間は余震が続‬

‭き、大きなストレスにさらされました。３日目に‬

‭やっと私たちのチームは金沢市のほうに避難する‬

‭ことができました。‬

‭しかしその後、チームとの契約の更新は終了と‬

‭なり、１ヶ月以内にアパートも出なければならな‬

‭くなりました。それでまったく行く当てもなかっ‬

‭た私たちに友人が「YMCAに問い合わせてみたら良‬

‭い」とアドバイスをくれ、東京に引っ越し、皆さ‬

‭んとも出会うことができたわけです。YMCAは必要‬

‭な手続きも手伝ってくれ、いま住むところがある‬

‭ことに、この場を借りて感謝の言葉を伝えたいと‬

‭思います。‬

‭東京では驚くことがたくさんありました。いま‬

‭まで地方の小さな町に住んでいた私たちにとっ‬

‭て、東京という大都会は非常に新鮮なところでし‬

‭た。しかし慣れなければならないこともたくさん‬

‭ありました。私はすでに8カ月、仕事をしていませ‬

‭ん。探してはいるのですが、なかなかいいものは‬

‭見つからず、更に子どもも保育園に入れたいので‬

‭すが空きがないので入れていません。‬

‭このような状況ですが、私たちはやはり、日本‬

‭に残って日本の生活に馴染んで、日本で生活し、‬

‭活躍したいと思っています。ありがとうございま‬

‭した。‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭二人目．V・Rさん‬

‭キーウ（クリミア）出身　60代・女性‬

‭　娘を頼りに夫と来日。来日当初はひきこもりが‬

‭ちであったが、持ち前のガッツと得意の手芸を活‬

‭かしてウクライナ文化を伝え、販売し、少しずつ‬

‭外に出るようになる。日本語習得がなかなか進ま‬

‭ず、現在は公的な財政支援で生活しているため、‬

‭春以降の生活に不安を抱えている。‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭皆さん、こんにちは。私は65歳です。ウクライ‬

‭ナの高齢者が日本で直面する困難や問題につい‬

‭て、私の例を挙げてお話します。‬

‭　すぐに順応し、言葉を覚え、仕事を見つけた若‬

‭者たちとは違い、私たち年配者は何をするにも時‬

‭間がかかります。言葉を学ぶのも、街中を移動‬

‭し、店で買い物をし、医者やその他の機関とコ‬

‭ミュニケーションをとるのも残念ながらなかなか‬

‭難しいです。小さな問題の積み重ねがストレスを‬

‭引き起こします。最も重く感じることは、働く機‬

‭会がなく、社会から必要とされていないという現‬

‭実です。‬

‭　この年齢になり自分が必要とされないと感じる‬

‭ことはとてもつらいです。私はそのストレスの解‬

‭消法として、モタンカというウクライナの小さな‬

‭人形作りを始めました。それだけでなく、アクセ‬

‭サリーやその他の製品も作り始めました。もとも‬

‭と私の仕事は歴史の先生だったので、このような‬

‭手芸は子どもの頃に母親から教わって以来です‬

‭が、昔を思い出してやってみました。いまは、こ‬

‭れがやりがいになっています。クリエイティブな‬
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‭工程はわくわくし、同時に悪い考えから気を紛ら‬

‭わせてくれます。‬

‭2024年、私のキーウにあるマンションに爆弾が‬

‭落ち、11人の負傷者があり、15歳の女の子が亡く‬

‭なるという悲劇があったのですが、その時も手芸‬

‭が私を助けてくれました。私の一番の喜びは手芸‬

‭作品を見て「かわいい、かわいい」と言ってもら‬

‭うことです。「かわいい」と喜んでもらうために‬

‭これからもがんばりたいと思っています。自分の‬

‭仕事が評価されることは大きな喜びであり、ポジ‬

‭ティブな感情が湧き上がり、私たちのような年齢‬

‭でも人びとに新しいものを見せたり、驚かせたり‬

‭することができるのだと、いきがいになります。‬

‭東京都による避難民への住宅支援の延長に心か‬

‭ら感謝します。いま、私は2つの問題に直面してい‬

‭ます。一つ目は、日本語を学ぶことです。二つ目‬

‭は経済的な問題、仕事がないこと、日本財団から‬

‭の生活費支援が打ち切りになることです。私は日‬

‭本語の上達にとても時間がかかっていますが、そ‬

‭れでも一生懸命がんばって毎日2-3時間、勉強して‬

‭います。今月からYMCAとNPO法人メタノイアのサ‬

‭ポートのおかげで、新たな日本語クラスにも通い‬

‭始めました。これはとても気に入っています。‬

‭私たちを助けてくれる人たちにありがとうと言‬

‭いたいです。私たちに無関心ではなく、助けてく‬

‭れるすべての人たちに。‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭三人目．R・Tさん　‬

‭キーウ出身　20代・男性‬

‭　17歳で来日して現在20歳。「誰も殺したくな‬

‭い」と高校卒業目前にリトアニアを経て日本に単‬

‭身で避難。将来の夢は航空系のエンジニアになる‬

‭こと。昨春より都立高校に入学し、一から勉強を‬

‭重ねて大学進学を期待しているが日本語と経済的‬

‭な課題に苦戦している。‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭みなさん、こんにちは。いま20歳ですが、東京‬

‭都の都立高校の１年生です。どうしてこの歳で高‬

‭校１年生になったかについて説明させてくださ‬

‭い。侵攻が始まって両親はウクライナを出ること‬

‭ができず、私は一人で遠い旅に出ることになりま‬

‭した。ウクライナから避難して半年ほどヨーロッ‬

‭パで過ごしました。ポーランドで１ヶ月、リトア‬

‭ニアで４ヶ月、いろいろな仕事もしたのですがな‬

‭かなか良い仕事が見つけらませんでした。その理‬

‭由は私がウクライナで高校を卒業していないから‬

‭です。高校卒業の資格を持っていなかったので‬

‭す。本当ならあと半年で卒業できたのですが、侵‬

‭攻が始まって学業が途絶えてしまいました。‬

‭その後、日本に来ることになったですが、日本‬

‭ではあらゆる支援が行き届いていたので私は自分‬

‭の将来について考えることができました。しばら‬

‭く居酒屋で仕事をしていましたが、自分のスキル‬

‭に合ったもっといい仕事を探そうとしました。し‬

‭かしそれもやはり高校卒業の資格がないと難しい‬

‭ということ、また日本の大学に進学するのにも資‬

‭格が必要ということで無理でした。それで私は東‬
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‭京都に問い合わせてなんとか日本の高校で勉強で‬

‭きないかとお願いしてみました。そして見ての通‬

‭り私は高校の制服を着ています。それは私の願い‬

‭が叶ったということです。‬

‭これから努力をして一生懸命勉強します。約１‬

‭年間の高校生活を経て、いまはどういう気持ち‬

‭か。日本政府からの生活費の支援が終了し、私は‬

‭一人暮らしですが、学校とアルバイトの両立は非‬

‭常に難しいです。学校で慣れない言語で勉強して‬

‭帰って来てから仕事に行くというのは体力的にも‬

‭と‬‭て‬‭も‬‭厳‬‭し‬‭い‬‭で‬‭す。‬‭以‬‭前‬‭は‬‭uber‬ ‭eats‬‭の‬‭仕‬‭事‬‭を‬‭し‬‭て‬

‭いましたが両立が大変でした。高校の勉強はただ‬

‭でさえ難しく、それを日本語で勉強しなければな‬

‭らず、がんばっていますが、成果はこれからで‬

‭す。‬

‭しかしこんな困難な状況でも高校の生活は楽し‬

‭いです。高校では勉強だけでなく、マラソンした‬

‭り、音楽クラブに入ったり、友だちと過ごす時間‬

‭があります。‬

‭日本では一人で生活しているので、何か問題が‬

‭あれば学校から日本のお母さんたちに連絡が行き‬

‭ますし、私も頼らなければなりません。YMCAの横‬

‭山由利亜さんとマグダリーナさんです。学校の三‬

‭者面談にも出席し先生に会ってもくれています。‬

‭私は戦争によって将来の設計図が少し変わった‬

‭かも知れませんが、科学に人生を捧げるつもりで‬

‭あることに変わりはありません。毎日、IT技術や‬

‭機構設計の分野で新しいことを学ぼうとしていま‬

‭す。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭に、‬‭Fusion‬ ‭360‬‭や‬‭Blender‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭プ‬‭ロ‬

‭グラムを使用しています。いつか私が作ったロ‬

‭ボットが人々の手助けをし、地球の開発に役立つ‬

‭日が来ると信じています。‬

‭みなさんに目標に向けてどうすればよいのか、‬

‭アドバイスをしたいと思います。たとえ困難で成‬

‭功しないと思っても、新しいことに挑戦すること‬

‭を恐れないでください。自分を信じて、50回、100‬

‭回、200回と挑戦すれば、必ず目標を達成できる。‬

‭ちょうどいいタイミングを待たないでください。‬

‭ちょうどいいタイミングは昨日で終わったと思っ‬

‭てください。ご清聴ありがとうございました。‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭四人目．O・Sさん‬

‭ハルキウ出身　40代・女性‬

‭　中学生の息子と来日。独学で日本語を集中的‬

‭に勉強し、いち早くグローバル企業に就労、他‬

‭の避難者の就労サポートも行う。子どもが日本‬

‭の学校のスピードに馴染めない、避難先の母子‬

‭生活で子どもが孤立しがちなど子育てに関わる‬

‭課題にも奮闘している。‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭みなさん、こんにちは。3年前にウクライナから‬

‭避難して来ました。この3月で３年となります。私‬

‭には16歳の子どもがいます。少し特別な子どもで‬

‭す。自閉症の傾向があり、日本に来てその診断や‬

‭学校のことなどとても難しかったのですが、YMCA‬

‭の皆さんの尽力でそれが叶い、この春から特別支‬

‭援学校に進学することが決まりました。勉強と手‬

‭に職をつける訓練をする学校です。‬

‭最初、日本のルールなどもわからず、通訳がつ‬

‭いていないと何もわからないということもありま‬

‭した。7年前からシングルマザーとして息子と二人‬

‭で暮らしています。特別な子どもを持っているこ‬

‭とで、日本ではウクライナよりさまざまな支援が‬

‭ありますが、私はフルタイムで働いているとは言‬

‭え、契約職員でボーナスもなく決まった給料だけ‬
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‭毎月もらっています。16歳の子どもは食べるのは‬

‭大人同様です。二人の大人が私の給料で生活しな‬

‭ければなりません。私は愚痴をいっているわけで‬

‭はないのですが、周りの人たちを見てどれだけ大‬

‭変かというのも分かります。たとえば私の隣人の‬

‭女性はとても教養の高い人で専門家だったのです‬

‭が、いま日本では野菜の倉庫で働いていて、時給‬

‭は1,200円です。どれだけがんばっても月に14万円‬

‭が限界です。‬

‭私がまず気にかけているのは、仕事の面です。‬

‭仕事を見つけることだけでなく、その質もです。‬

‭たくさんの専門家が日本に来ているのですが、日‬

‭本の資格は持っていないということで、すぐに仕‬

‭事に就くこともできず一から学ばなければならな‬

‭いということが多々あります。今日もすでにユリ‬

‭ヤさんやイリーナさんが同じ話をしましたが、日‬

‭本でなんらかの試験を設けてウクライナでは専門‬

‭家であるということが証明できると良いと思いま‬

‭す。できるだけ早く元の専門にあった仕事に就く‬

‭ことができればそれは日本の社会にとっても良い‬

‭のではないか。‬

‭もう一つ私が気になっていることは、子どもた‬

‭ちの問題です。3年前、多くの避難者は女性と子ど‬

‭もでした。子どもたちを連れて日本に来て、子ど‬

‭もたちも成長しました。今日はこの会場にも若者‬

‭が何人か来てくれています。彼らのように、自分‬

‭から積極的に扉をたたいていろいろなところに出‬

‭かけていき、自分のやりたいことが叶った人もい‬

‭れば、そうじゃない人たちもいます。両親がウク‬

‭ライナに残っていて、日本では一人暮らしをしな‬

‭がら勉強も仕事も両立しなければなりません。ま‬

‭だ年齢的には勉強だけに集中してもよい年ごろで‬

‭すが、さらに日本語での勉強、生活費を稼ぐこと‬

‭もしなければなりません。それぞれ夢があったで‬

‭しょう。学校を卒業したらどこの大学に行く、ど‬

‭ういった仕事に就くといった夢です。しかし、大‬

‭学に行かなければその夢も実現できません。‬

‭そういうことで私から一つお願いがあります。‬

‭なんらかの形でこの子どもたちの夢を壊さないで‬

‭ほしい、ということです。大学で学ぶこと、なり‬

‭たい職業になること、その夢を、です。3年間、日‬

‭本語を勉強し、上手になったんですが、やはり漢‬

‭字が不十分で、日本の子どもなら幼稚園ぐらいか‬

‭ら徐々に自然と身に着くものを、私たちの子ども‬

‭たちがこの３年で身に着けることは過酷な試練‬

‭で、追いつくことは無理です。こういった勉強の‬

‭レベルにおいて少し簡単にするなどの工夫をして‬

‭ほしいと願います。金銭的なことは、特別な奨学‬

‭金、ローンなど、方策をとっていただけると嬉し‬

‭いです。卒業したら返すという前提です。‬

‭最後となりますが、仕事と質の問題、子どもた‬

‭ちの将来のこと、これを伝えなければならないと‬

‭いう強い気持ちがあります。これまでサポートし‬

‭てくださった多くの皆さん、ありがとうございま‬

‭す。これからもよろしくお願いします。‬
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‭【第二部】‬

‭『応答：私たち日本社会が問われている‬

‭こと』‬

‭パネルディスカッション【１回目】‬

‭＜登壇者＞‬

‭横山由利亜‬

‭日本YMCA同盟‬

‭ウクライナ避難者支援プロジェクト責任者‬

‭小野一馬‬

‭NPO法人ビューティフル・ワールド　理事‬

‭榊原アレクセイツェヴァ　ナターリヤ‬

‭NPO法人日本ウクライナ文化協会　副理事長‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭（横山）それでは第一回目のパネルディスカッ‬

‭ションを始めたいと思います。‬

‭　まず自己紹介をお願いいたします。今年で三回‬

‭目のご参加、小野さんからお願いします。‬

‭（小野）はい、今年で3回目の小野と申します。　‬

‭九州・大分県別府市から参りました。もともと福‬

‭岡県出身ですが、九州北部で避難民を受け入れよ‬

‭うとした際に、唯一受け入れてくれたのが大分県‬

‭別府市でした。別府は温泉で有名ですね。そこで‬

‭支援を始めました。‬

‭　先ほど高校生の彼が「不可能と思うこともやっ‬

‭てみる」と言っていましたが、私も3年前の2022年‬

‭2月24日の時は、こんなに人助けするのは不可能だ‬

‭と思っていました。私はそれまでは一般市民の一‬

‭人に過ぎませんでしたが、何のご縁か100人ほどの‬

‭身元保証書を発行し、そのうち50人ほどの身元保‬

‭証人となり、現在までウクライナ支援を続けてい‬

‭ます。これまでにはいろんなことがあり、血を吐‬

‭くような努力をしまして、今もそれが続いていま‬

‭す。‬

‭　皆さんと一緒に、死ぬまで前に倒れていこうと‬

‭思っています。ありがとうございます。‬

‭（横山）よろしくお願いします。‬

‭　では名古屋から来てくださったナターリヤさ‬

‭ん、お願いします。‬

‭（ナターリヤ）皆さん、こんにちは。日本ウクラ‬

‭イナ文化協会の榊原アレクセイツェヴァ・ナター‬

‭リヤです。‬

‭　私は東海地方のウクライナ支援団体を運営して‬

‭います。‬

‭　当団体は2018年に設立され、日本で初めてのウ‬

‭クライナ関連団体となりました。ただ実際には私‬

‭たちは2013年からウクライナ文化のイベントに関‬

‭わり始め、それ以来さまざまなイベントやフェス‬

‭ティバルで活動してきました。‬

‭　そして2022年、ウクライナからの避難民が日本‬

‭に到着したのを機に、避難民の全般的な支援を開‬

‭始し、今もその活動を継続して行っています。‬

‭　よろしくお願いします。‬
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‭（横山）今日はナターリヤさんにはお願いして、‬

‭日本語でお話ししていただいています。ありがと‬

‭うございます。‬

‭　ここまで第1部を進めてきましたが、まず感想‬

‭と、また別府や名古屋でも同じような状況がある‬

‭のか、あるいは異なる点があるのか、一言ずつお‬

‭願いします。‬

‭（小野）先ほども申し上げた通り、私はこの‬

‭フォーラムは3回目の参加となります。今までの中‬

‭で今回が一番雰囲気が良いと感じています。‬

‭　1年目から2年目の違いより、2年目から3年目の‬

‭違いの方がさらに大きいと感じています。「石の‬

‭上にも3年」とは昔の人はよく言ったもんだなと思‬

‭います。‬

‭　別府では、いろいろな問題がある中、一番の問‬

‭題は難病指定の方が2名いらっしゃること、そして‬

‭子どもの教育の問題です。3年前に中学生くらい‬

‭だった子どもたちはまだ良いのですが、それより‬

‭下の年齢の子どもたちの、母語がウクライナ語な‬

‭のか日本語なのか、という問題ですね。‬

‭　日本の環境で日本語をメインに勉強しているの‬

‭で、日本語は流暢になりました。でも母語のウク‬

‭ライナ語の文章力や構成力が未熟なまま、日本語‬

‭とのバイリンガルになっている。そこが今大きな‬

‭問題になっています。また、自我がどちらの言語‬

‭で芽生えていくのかという点もすごく不安なとこ‬

‭ろです。‬

‭（横山）ありがとうございます。それでは、ナ‬

‭ターリヤさんお願いします。‬

‭（ナターリヤ）私もこの3年間、直接避難民の方々‬

‭一人ひとりのストーリーや気持ちを聞いてきて、‬

‭一緒に泣いたり感じたりしてきました。‬

‭　現在、愛知県は100人以上の避難民を受け入れて‬

‭います。避難民の問題はそれほど変わってはいま‬

‭せんが、全体的には就労、日本語の勉強、子ども‬

‭の教育がおそらく一番重要だと思っています。‬

‭　私たちは一人一人のニーズを聞きながらそれに‬

‭応えるよう頑張っています。‬

‭　子どもたちは幼稚園、小学校とかなり進級して‬

‭きていますが、先ほどから話にでている大学や専‬

‭門学校への進学などについて課題があると思って‬

‭います。‬

‭　また、就労の問題が今は一番の問題だと感じて‬

‭います。初めの1、2年は愛知県、東海地方にいる‬

‭避難民は働いていない人の方が少なかったです。‬

‭ただ愛知県、特に名古屋には今も毎月避難民が避‬

‭難してきていて、その方たちに対して仕事を見つ‬

‭けるのはかなり難しくなってきました。一般的な‬

‭問題として、「日本語が話せるなら仕事をあげ‬

‭る」という感じになっていて、それが今一番問題‬

‭かなと私は思っています。‬

‭（横山）ありがとうございます。就労の話があり‬

‭ました。YMCAの調査では避難民の就労はパートタ‬

‭イムと合わせると56.8%、フルタイムでの就労は‬

‭17%でしたが、別府ではどのくらいでしょうか？‬

‭（小野）別府では、就労率は90%です。正社員雇‬

‭用もありますし、パートタイム雇用もあります。‬

‭　ただ、日本の「ジョブ型雇用」と欧米の「職務‬

‭型雇用」の違いに戸惑って途中で辞めてしまう方‬

‭もいるため今求職中の方も何人かいますが、それ‬

‭でも就労率は90%を超えています。‬

‭40‬



‭（横山）フルタイムとパートタイムを合わせて、‬

‭また中にはウクライナのオンラインの仕事を継続‬

‭している方も入れて、ということですか。‬

‭（小野）はい。そのオンラインの仕事をしている‬

‭方は、日本でもパートタイムの仕事を兼業してい‬

‭ます。‬

‭（横山）以前フォーラムにお越しいただいた時‬

‭に、畳屋さんとか、手に職をつけることを積極的‬

‭に勧めておられましたが、そのあたりの進捗の様‬

‭子を教えていただけますか？‬

‭（小野）そうですね。今、畳職人を目指している‬

‭方が1名おり、2年働けば畳職人の資格を取得する‬

‭受験資格を得ることができます。その方はもうす‬

‭ぐ資格を取れるようになっていますし、ウクライ‬

‭ナで大手ゼネコンの部長クラスだった方が日本の‬

‭工務店で正規雇用されています。この人とはド‬

‭ローンで新しいビジネスをやろうかという話もし‬

‭ていて、そういったウクライナで培ってきた経験‬

‭を活かして日本の発展を手伝うみたいな、私自身‬

‭が理想としてきたことを少しずつ形にできたらい‬

‭いな、という段階です。‬

‭（横山）なるほど、すごいですよね。ありがとう‬

‭ございます。‬

‭　名古屋の状況はいかがでしょうか？‬

‭（ナターリヤ）名古屋でも今約90%の人が働いて‬

‭います。‬

‭　最近で一番の出来事は、ご存じだと思うのです‬

‭が、名古屋に新しいウクライナ料理のレストラン‬

‭がオープンし、そこで14名の避難民が仕事を見つ‬

‭けられたことです。‬

‭　2番目は、つい2週間ほど前にクロネコヤマトに9‬

‭名も就職できたことです。仕事内容は専門職では‬

‭ないのですが、仕事があるだけでもありがたいと‬

‭思います。‬

‭　3番目がドン・キホーテで、一番多く避難民が雇‬

‭用されています。名古屋ではこの3つの会社で多く‬

‭の避難民が働いています。基本的には契約社員や‬

‭パートタイムとして働いていますが、正社員にも‬

‭なっている人も数人います。‬

‭　名古屋では仕事をしたい人は仕事をしています‬

‭が、その仕事に満足しているかどうかはまた別問‬

‭題で、これから自分で生活を続けられるかどうか‬

‭といった点については課題かなと思っています。‬

‭支援を受けながら仕事をしている状態では満足し‬

‭ていても、支援が終わった後、仕事をどう続けて‬

‭いくかというのはまた違ってきます。‬

‭（横山）みなさん「東京の方が仕事のチャンスが‬

‭多い」というイメージがあって地方から東京へ出‬

‭てこられる方も結構いるのですが、実際には地方‬

‭都市のほうが支援者がきめ細やかに伴走し、地元‬

‭企業や第一次産業などを含めてご協力いただき、‬

‭そして就労につながっているケースも多いという‬

‭ことかなと思います。‬

‭（小野）そうですね。‬

‭（ナターリヤ）人数の違いも関係があると思いま‬

‭す。別府や名古屋にいる避難民の数と、東京や神‬

‭奈川県にいる避難民の数が違うので、そこの問題‬

‭があると思います。‬
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‭（横山）今ナターリヤさんがおっしゃったよう‬

‭に、ドン・キホーテやニトリ、ウクライナ料理の‬

‭レストランなど、「ウクライナ特需」的な仕事が‬

‭もう無くなってきている、あるいは飽和状態だと‬

‭いうことが一つと、そういった所で働いている‬

‭人々も本当にそれがしたい仕事なのか、また今後‬

‭日本財団の支援が終了した後、経済的に保障でき‬

‭るぐらいの収入が得られるのか、というように問‬

‭題の質が変わってきていると、今お話しを伺いな‬

‭がら思いました。‬

‭　就労以外の問題としては、避難が長期化してき‬

‭てメンタルヘルスの問題もあると思うのですが、‬

‭その点についてはどのように見ていて、また気を‬

‭配ったりされていますか？‬

‭（小野）私たちは支援者と支援対象者との壁を取‬

‭り払って、本当に親しい友人、古くからの友人の‬

‭ようなお付き合いをしています。‬

‭　避難してきた当初は出てこなかった精神的な問‬

‭題が、老若男女問わず90％ぐらいの避難民の方に‬

‭出てきていて、若い10代の子などでもPTSDの症状‬

‭が出ています。‬

‭　私たちは医療支援にも力を入れていて、毎日医‬

‭療通訳をべた付けしていろんな受診をしていて、‬

‭精神科の受診にも付き添って行っています。基本‬

‭的には上向きになっていて、治療の効果が出てき‬

‭ているという状態です。‬

‭　ケアをしないとどんどん悪くなっていくので、‬

‭ここはしっかりケアをしていく。避難した時の方‬

‭がストレスが一番大きいだろうと思っていたので‬

‭すが、そうではなく、実は2年、3年後に症状がで‬

‭てくるというのを初めて知ったので、そこはしっ‬

‭かり寄り添っていこうと思っています。‬

‭（横山）メンタルの悪化が、遅れて具体的な病気‬

‭の発症にもつながっている、というのが実際に起‬

‭きてきているということですよね。‬

‭　別府の場合は毎日のように医療通訳を入れて、‬

‭先手先手で検査やケアをされているということで‬

‭す、すばらしいですね。ありがとうございます。‬

‭　名古屋はどうですか？‬

‭（ナターリヤ）名古屋でも、当初から避難民の精‬

‭神的な問題は非常に大事だと思ってきたので‬

‭専門家を招いてウクライナと日本を直接つないだ‬

‭Zoomのカウンセリングセッションを何度も実施し‬

‭てきました。‬

‭　時間が経つにつれていろいろな病気がでてくる‬

‭のですが、一人一人問題を解決していっていま‬

‭す。‬

‭　ウクライナ人にとって大事なのはコミュニケー‬

‭ションです。コミュニケーションさえあれば、い‬

‭ろいろな精神的問題が無くなります。これはウク‬

‭ライナ人的な性質かなと思いますが、話をすれば‬

‭楽になるというのを私たちはもともとわかってい‬

‭るので、当初からウクライナ人が集まる機会をた‬

‭くさん作ってきました。今でもそういうことを継‬

‭続してやっています。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　名古屋では日本ウクライナ文化協会が、先ほど‬

‭小野さんがおっしゃっていた、ウクライナ人の子‬

‭どものアイデンティティについてもサポートされ‬

‭ているのでしょうか？‬

‭（ナターリヤ）はい、名古屋ではもともと2018年‬

‭から日曜学校を運営しています。‬
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‭　この学校はウクライナ大使館のサポートを受け‬

‭て開設され、避難民の子どもたちも通っていま‬

‭す。勉強をしながらアクティビティもたくさん取‬

‭り入れ、楽しく、まるで1日預かりのような学校に‬

‭なっています。‬

‭　またそれだけではなく、手作りサロンも2022年‬

‭から行っていますし、ヨガ教室も毎月開催してお‬

‭り、健康的な活動もしています。‬

‭（横山）素晴らしいですね。‬

‭（ナターリヤ）みんなのおかげで出来ています。‬

‭今はお互いのサポートがとても大事だと思いま‬

‭す。‬

‭（横山）多分東京の避難民の方はご存じないと思‬

‭うのですが、ナターリヤさん達は「愛知・名古屋‬

‭モデル」という、非常に理想的な避難民支援の形‬

‭の陣頭指揮をとっておられます。‬

‭　そのモデルについて、どういうネットワークの‬

‭仕組みか少し教えていただけますか？‬

‭（ナターリヤ）ありがとうございます。‬

‭　特にそのつもりはなく、結果としてこうした形‬

‭になったというのもあるのですが、私たちは2013‬

‭年から東海地方でいろいろな活動を行ってきまし‬

‭た。東京や横浜と同様にいろんなウクライナ人が‬

‭住んでいたので、その時からウクライナ人のコ‬

‭ミュニティを作っていました。‬

‭　避難民が日本に避難してくるようになった時、‬

‭そのコミュニティがあったので全般的なサポート‬

‭をはじめました。その自分たちの活動に名古屋市‬

‭役所が参加し、今はレスキューストックヤードと‬

‭いう災害支援団体とも協力して支援パターンを作‬

‭り、避難民へのいろんな支援を行うようになりま‬

‭した。‬

‭　関係団体が話し合いを重ねながら支援を行って‬

‭いった結果がこのモデルになっていったのかなと‬

‭思います。特にモデルをつくろうとしたわけでは‬

‭なく、自然にできたという形です。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　今回のYMCAの調査では、「日本人の友達が増え‬

‭た」と回答した方が多かったのですが、実は「日‬

‭本人の友人ができた人」、「深い心の内を相談で‬

‭きる人ができた人」は東京の方が地方都市より多‬

‭い結果でちょっとびっくりしました。ただその反‬

‭面、「日本人の友人がいなくて非常に孤独だ」と‬

‭いう人が多いのも東京なのです。‬

‭　そして地方都市の方が特に顕著だったのが、自‬

‭分たちは「ウクライナ人コミュニティ」にとても‬

‭支えられている、そこでコミュニケーションが取‬

‭れている、という回答で、東京ではチャンスも多‬

‭いですがそれに乗れなければ非常に孤立化してし‬

‭まう、という違いが浮き彫りになったかなと思い‬

‭ます。‬

‭　名古屋、別府、東京と3者違う所ではあります‬

‭が、最後に一言ずついただけますか？‬

‭（小野）私たちは母集団が少ないですから「顔の‬

‭見える支援」を心がけてきました。‬

‭　名古屋モデルのような大それたネットワークで‬

‭はありませんが、みんなで笑いながら、そして本‬

‭当に笑える日がすぐに来るように、支援の手を緩‬

‭めることなく続けていこうと思ってます。‬

‭　本当にみなさんのおかげで支援ができていま‬
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‭す。ありがとうございます。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　2025年の支援のポイントを一つ挙げるとすれば‬

‭何でしょうか？‬

‭（小野）2025年のポイントは、「財団支援終了後‬

‭の不安を解消する」、というのをポイントにして‬

‭います。‬

‭　現在腹案をいっぱい作って行政に投げているの‬

‭で、なんとか頑張るようにしないといけない。‬

‭　それと同時に、しっかり避難民に自立してもら‬

‭う、両足で立ってもらう。今片足立ちの方がいっ‬

‭ぱいいるので、両足でしっかり立ってもらう、膝‬

‭を使って立ってもらうというのをしようと思いま‬

‭す。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　ナターリヤさんもお願いします。‬

‭（ナターリヤ）このようなYMCAとのつながりは‬

‭とってもうれしく、実際YMCAのおかげで名古屋に‬

‭も避難者家族が何世帯も来ているというのもあ‬

‭り、今もこうして温かい気持ちを伝えています。‬

‭　今はとても大変な時期で、避難民1人1人が明日‬

‭どうなるか分からないという状態になっていま‬

‭す。‬

‭　2025年も引き続きお互いをサポートし合うとい‬

‭うのが大事だと思います。ウクライナ人にとって‬

‭ウクライナ人コミュニティは一番大事なもので‬

‭す。‬

‭　名古屋でも東京や別府でも、またこういった‬

‭フォーラムみたいな形でも良いので、避難者を支‬

‭援していくのが大事だと思います。日本ウクライ‬

‭ナ文化協会として、これからもニーズがあれば引‬

‭き続きサポートしていきたいと思っています。‬

‭（横山）まさに、支援団体同士がサポートしあっ‬

‭たり、ネットワーク化したりというのが大事だと‬

‭いうことですね。‬

‭（ナターリヤ）自分が支援している地域について‬

‭だけではなく、周りの地域の支援活動についても‬

‭考えていくかのが大事ではないかなと思います。‬

‭（横山）もっと各地域でのウクライナ避難者支援‬

‭の知見をみんなの財産にしていきたい、という風‬

‭にお伺いしました。‬

‭　ありがとうございました。‬
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‭パネルディスカッション【２回目】‬

‭＜登壇者＞‬

‭横山由利亜‬

‭日本YMCA同盟‬

‭ウクライナ避難者支援プロジェクト責任者‬

‭中尾真理子‬

‭東京都生活文化スポーツ局都民生活部　‬

‭多文化共生担当課長‬

‭山田拓路‬

‭NPO法人メタノイア　代表理事‬

‭大森佐和‬

‭国際基督教大学　教員‬

‭-----------------------------------------------------------------------‬

‭（横山）それでは第二回目のパネルディスカッ‬

‭ションを始めたいと思います。‬

‭　山田さんからお願いします。‬

‭（山田）私は、NPO法人メタノイアという団体で‬

‭代表をしております、山田拓路と申します。ヴィ‬

‭ラさんが通っている日本語教室、地域の日本語教‬

‭室を運営しています。‬

‭　もともと当団体は、子どもを対象にした日本語‬

‭教室を運営しています。3年前から私たちが活動拠‬

‭点を持っている足立区に、たくさんのウクライナ‬

‭避難民の方が居住するようになりました。‬

‭　そして今3年目を迎え、地域の中でご近所として‬

‭何ができるかなということを考えながら、ちょう‬

‭ど今月から本格的に私たちがあまりやっていない‬

‭ヴィラさんたちのような大人向けの日本語教室を‬

‭始めた、というところです。‬

‭　私は大学を出てからずっと外国人支援のNPOで‬

‭働いていて、ここ15年、20年ぐらいの間にいろい‬

‭ろなことがあったのですが、何と言うか、日本社‬

‭会はほとんど良くはならなかったなっていうのが‬

‭正直なところです。それは私たちの活動がまだま‬

‭だだったということでもあるのですが。‬

‭　ただ、この3年でウクライナの方々が切り開いて‬

‭きたものはものすごく大きかったなと思います。‬

‭それはもう、もしかしたら何年、何十年かかるか‬

‭もしれなかった日本社会の変化を、この3年ですご‬

‭く起こしてくださったな、と。‬

‭　苦労して今高校に通い始めている彼もいろいろ‬

‭お話をしてくれましたが、学校の先生も友達も、‬

‭初めて会うかもしれない言葉の通じないクラスメ‬

‭イトと、どうやったら楽しく音楽やれるかなと‬

‭か、どうやったら楽しく過ごせるかなって考え‬

‭る。そのことが多分、日本社会をもっと開いて‬

‭いってくれるのだと思うんです。そういうパイオ‬

‭ニアを担ってくれているんだなということを感じ‬

‭ました。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　では次、中尾さんお願いします。‬
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‭（中尾）皆さんこんにちは。私は東京都の生活文‬

‭化スポーツ局で、多文化共生推進担当を進めてお‬

‭ります課長の中尾と申します。昨年は、オーディ‬

‭エンスという形でこの会に参加させていただきま‬

‭した。‬

‭　避難民支援に関わるのは2年目ということで、こ‬

‭の間、支援団体の皆さんも行政もかなりめまぐる‬

‭しく対応を進めてきたところかなと感じておりま‬

‭す。‬

‭　われわれ東京都というと国と基礎自治体の中間‬

‭にあたるわけですが、いわゆる広域自治体として‬

‭の東京都は、この避難民支援だけではなく広く多‬

‭文化共生を地域で進めていこうという取り組みを‬

‭しています。‬

‭　今山田さんからもお話がありましたが、日本語‬

‭教育、日本語教育をある意味フックに、地域の多‬

‭文化共生やつながり作りというものをどう進めて‬

‭いくか、また外国人の相談窓口をどう広げるかに‬

‭ついて、現在東京都と、今日会場にもおります‬

‭「つながり創生財団」という団体と連携しながら‬

‭取り組んでいます。‬

‭　基礎自治体でも一つ一つ外国人相談窓口が増え‬

‭てはいますが、なかなかそこだけだと多言語対応‬

‭がまだおぼつかない、難しいといったところを、‬

‭東京都は財団とともにウクライナ語を含めた14言‬

‭語で対応するなどしています。‬

‭　また、山田さんの団体のように地域で様々な支‬

‭援活動をされている団体の事業を後押しする取り‬

‭組みもさせていただいております。‬

‭　東京都はかなり幅広く都民の生活を支えている‬

‭のですが、都庁内の様々な部局が連携して、この‬

‭避難民支援というものに3年間取り組んでおりま‬

‭す。‬

‭　先ほど数字も出ましたが、現在都内には全国の3‬

‭分の1にあたる約600名以上の避難民の方が生活さ‬

‭れています。そのうちの8割に当たる500名以上の‬

‭方が都営住宅に入居して、日々生活を送っており‬

‭ます。‬

‭　都営住宅の提供だけでなく、光熱費の支援、ま‬

‭た医療や福祉のリソースにつないだり、子どもの‬

‭保育園の情報提供などをして皆さんの生活が安心‬

‭して過ごしやすくなるような、そういうお手伝い‬

‭をしています。‬

‭　今日お話しを聞いた中で、やはりまだまだ課題‬

‭があるなと感じました。生活費支援などの支援が‬

‭途切れる中で、まだまだ皆さんの生活をどう支え‬

‭ていったらよいのだろう、と。‬

‭　しかし、それは東京都だけで解決できることで‬

‭はなく、本日登壇されている皆さんや、会場にい‬

‭らっしゃる皆さんとどう手を取り合いながら進め‬

‭ていったらよいのだろうかと、一緒に考えていけ‬

‭たらなと思っております。‬

‭　よろしくお願いします。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭では、大森さん、お願いします。‬

‭（大森）国際基督教大学で教員をしております大‬

‭森佐和と申します。また、YMCAにも深く関わらせ‬

‭ていただいています。‬

‭　私は公共政策と開発学研究を教えていまして、‬

‭特に公共政策では、自治体やみなさん方が作って‬

‭いる団体へのみなさんの参加がどのように政策の‬

‭効果を上げていくのか、人とのコミュニケーショ‬

‭ンがどのように政策の効果を上げていくのかを研‬

‭究しています。‬
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‭　今日のアンケート調査にも携わり、側面サポー‬

‭トをさせていただきました。‬

‭　皆さんのお話を伺う中で、一人一人の人生が突‬

‭然軍事侵攻によって変えられてしまい、その多様‬

‭さ、その人生の様々な重さというものは、本当に‬

‭計り知れないなというのを改めて思いました。そ‬

‭してそれが決して「他人事」ではないのだという‬

‭ことを、改めて思います。‬

‭　私自身も子どもを育てましたし、歳を重ねるこ‬

‭とでの寂しさも感じております。女性として東京‬

‭で生きていくことの厳しさ、大変さというのもよ‬

‭く分かります。‬

‭　それがまして同質性が高いと言われる日本社会‬

‭の中で、突然日本語がわからない中で一人一人が‬

‭生活をすることの難しさを改めて感じ、またそれ‬

‭にも関わらず先が見えない中でも必死で生きてい‬

‭く、新しい道を切り開こうと最大限頑張ってい‬

‭らっしゃることを非常に感じました。‬

‭　またその中で、どうしてこんなに課題がはっき‬

‭りしているのに日本語へのサポートや難しさがな‬

‭かなか解消されないのかなと。国やNPOのサポー‬

‭トはあるが、本当にそこに投入されている資源は‬

‭十分なのだろうか、十分な予算が投入されている‬

‭のか、ということを改めて思いながら聞きまし‬

‭た。‬

‭　ウクライナの方たちは、他の難民と言われる方‬

‭たちと比べてさまざまな支援を受けられている先‬

‭鞭をつける先例だと思ってきたにもかかわらず、‬

‭根本的な問題である「就労」や「言語」が解消さ‬

‭れるところにはまだまだなかなか至らない。‬

‭　それでは日本社会はどういう風にみなさんと共‬

‭存していける、開いた多文化共生の社会をつくっ‬

‭ていけるのか、というのが今本当に問われている‬

‭んだなというのを考えざるを得ません。2025年は‬

‭まさに「勝負の1年」だなと思います。‬

‭　皆さんに寄り添いながら、日本社会としてどう‬

‭やってウクライナの方々や他の国籍のみなさんと‬

‭生きていけるのかというのを、日々考えさせられ‬

‭るような、素晴らしい、迫力のある発表だったと‬

‭思います。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　大森さん、実際にこういう改善がなされれば、‬

‭もっとチャンスが開かれるのにというようなこと‬

‭はありますか？‬

‭　資格の再取得、民間企業の避難民雇用の促進、‬

‭ハローワークの機能をより外国人向けに広げるこ‬

‭となど、具体的な課題はいろいろあるのですが、‬

‭それらがなかなか進みにくい。私は3年目にしてそ‬

‭このもどかしさを思うのですが、そのあたりにつ‬

‭いて公共政策の観点からどう思われますか？日本‬

‭社会が問われている点について。‬

‭（大森）そうですね。どうしても言語による壁と‬

‭いうのが非常に厚い。そのことで逆にバリアを‬

‭作ってしまっているのが日本の企業や社会だった‬

‭り。‬

‭　「日本語が話せない＝単純労働」という極端な‬

‭イメージに縛られてしまっており、特に「この人‬

‭たちは何のスキルを持っているのか？」、「どん‬

‭なポテンシャルがあるのか？」、という視点が日‬

‭本では非常に狭い観点からしか考えられていませ‬

‭ん。‬

‭　そこをもう少し工夫しながら、少し緩めていけ‬

‭る資格は何なのか、どういった工夫ができるのか‬

‭を真剣に考えていかないと。間違いなく人手不足‬
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‭の業種というのはたくさんありますので、プラス‬

‭の意味でもう少し戦略的に、避難民の方たちの声‬

‭を受けてどういう資格なら開いていけるのかなど‬

‭を考えていくべきだと本当に思います。‬

‭（横山）そのあたりが山田さんがおっしゃるよう‬

‭な、この15年ほとんど進んでこなかったところで‬

‭すよね。‬

‭　山田さんはウクライナの方々が先鞭を切られて‬

‭いること、当事者の声、当事者のアクションとい‬

‭うものが日本社会で起こしている風を感じてい‬

‭らっしゃいますが、特にどういうところに日本社‬

‭会が変わる可能性を見ていらっしゃいますか。‬

‭（山田）3年前の3月ごろ、毎日ニュースでウクラ‬

‭イナが大変なことになっていると報じられ、日本‬

‭にも避難者の方が来られました。横山さんもたく‬

‭さんニュースに出られていましたが。‬

‭　その時多くの日本人が何かしたいと思ったんで‬

‭しょうね。クラウドファンディングが立ち上がる‬

‭と何百万というすごいお金が集まって、何万人も‬

‭の方が寄付をする。「自分の会社で避難者を受け‬

‭入れたい」、「何かできることはないか」、「近‬

‭所にいるなら何でもやりたい」と。‬

‭　あんなことはここ１０年日本で見たことがな‬

‭かったです。実は日本社会にはそういうポテン‬

‭シャルがあったんだなと、発見できたすごくいい‬

‭機会だったと思います。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　中尾さん、東京都が問われているチャレンジは‬

‭いかがでしょうか？具体的にご自身のお仕事に照‬

‭らし合わせた時に、どういうことが浮かばれたで‬

‭しょうか。‬

‭（中尾）やはりまだ課題はそこここに転がってい‬

‭て、今の山田さんのお話を受けるのであれば、今‬

‭後このウクライナ避難民支援の知見を活かしなが‬

‭ら、東京都全体で多文化共生社会をどのように‬

‭作っていかなければいけないのか。そこを行政だ‬

‭けではない、社会の主体が考えていただく、その‬

‭タームに立っているのではないかなと考えていま‬

‭す。‬

‭　それにおいては今まさに山田さんがおっしゃっ‬

‭た、多文化共生という避難民への支援を皮切り‬

‭に、地域のみなさんが少しづつ自分たちの地域で‬

‭今後どうやってうまく暮らしていけるのだろうか‬

‭ということに目を向け始めていただいているので‬

‭はないかなと、現場をうかがう中で手ごたえを感‬

‭じているところです。‬

‭　しかし一方で、地域社会のリソース、例えば介‬

‭護福祉を受け持つ地域の担当の方が、地域に暮ら‬

‭している避難民がどういう健康状態なのか、どう‬

‭いう暮らしぶりなのかという情報をまだまだ自分‬

‭たちで持っていない。どこにいけばそういう人た‬

‭ちにアクセスできるのか、というのがなかなかま‬

‭だうまくつながっていないという課題がありま‬

‭す。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　実際にロベルトさんの高校に行ったり、避難民‬

‭が行っている夜間中学に行ったりすると外国ルー‬

‭ツの人ばかりで、授業参観や学校説明会がベトナ‬

‭ム語や中国語、英語でもあったりと、私もこの支‬

‭援に関わらなかったら知らなかったことがたくさ‬

‭んあります。‬
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‭　一方で、教員になる方、ソーシャルワーカー、‬

‭臨床心理士と言われる方たちが専門職を身につけ‬

‭る際、多文化、異文化理解というカリキュラムは‬

‭なかったとおっしゃる方がとても多いです。みな‬

‭さん、現場で突然やってくる問題に、本当に必死‬

‭に対応されているような状態があると。‬

‭　まして大学や企業というと、本当に限られた世‬

‭界で留学生や優秀な専門職の人以外とはほとんど‬

‭関りがない世界、というのがまだまだ日本社会の‬

‭実情ではないかなと思っています。‬

‭　避難民も、最初は日本社会にもろ手を挙げて歓‬

‭迎されたけれども、日本社会の特質性ゆえに、本‬

‭当のところ自分たちの居場所、日本で経済的にも‬

‭精神的にも自立していく場所はどこなんだろうと‬

‭戸惑っていらっしゃるところはあると思います。‬

‭だから4人に1人の方が危険を顧みず帰国されると‬

‭いう現状があるのかなと少し思います。‬

‭　地域の現場のリソースをどうネットワーキング‬

‭化するかということ、そしてそのリソースの方々‬

‭に私たちが持っているような知見をもっと知らせ‬

‭て一緒にやっていくという必要があるかな、とも‬

‭思いました。‬

‭　大森さんがアンケートからさらにクロス集計な‬

‭どをしてまとめに近い形でまとめてくださいまし‬

‭た。それを見ながら大森先生から少しご説明をお‬

‭願いできますでしょうか。‬

‭（大森）私の方からアンケート結果をもとに統計‬

‭をとって分析したものを、まだ出来立てのほやほ‬

‭やですが、一次的な結果ということでお見せした‬

‭いと思います。‬

‭　これは2024年の結果ととてもよく似ています。‬

‭ウクライナ避難者の方々が「日本の生活に満足し‬

‭ていますか」と聞かれると、やはり65％の人が‬

‭「満足している」「とても満足している」とおっ‬

‭しゃっている。‬

‭　しかしその一方で、「将来に不安を感じていま‬

‭すか？」という質問には、49％の方が「強く感じ‬

‭ている」と言われる。‬

‭　日本での生活には満足していながらも非常に不‬

‭安を感じているという、とても両義的な感情を抱‬

‭えながら生きていることが分かります。ここから‬

‭は、昨年でも一昨年のアンケートでも同じように‬

‭続いている傾向が今年も続いているということが‬
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‭言えます。‬

‭　次のスライドをお願いします。‬

‭ここでは、「日本の生活に満足している」と感じ‬

‭ている人はどのような特徴を持っているのかを分‬

‭析しました。（１）、（２）、（３）、縦のとこ‬

‭ろで統計の結果を見ます。‬

‭　日本の生活に満足していると思っている方がど‬

‭ういう方たちなのかという特徴が見れます。３つ‬

‭の星が付いているのが統計的に有意、意味がある‬

‭という結果です。その左に書いてあるのがその原‬

‭因にあたります。関係なかったものはNSという言‬

‭葉で表してあります。‬

‭　では何が（１）日本の生活への満足度を高める‬

‭のか。一番は「健康状態」で、３つの星がついて‬

‭います。「コミュニティに所属合計」には、２つ‬

‭の星がついています。これはどういうことかにつ‬

‭いては次のスライドにまとめて書いてあります。‬

‭　（２）将来の不安、「健康状態」でマイナスの‬

‭３つの星、「フルタイムの仕事をしている」でマ‬

‭イナスの3つの星、「家族がウクライナにいる」‬

‭でプラスの星。‬

‭　では次のスライドにいきます。‬

‭　ここで結果をまとめています。統計分析の結果‬

‭から見えることをご説明します。‬

‭　一つ目が、「日本にいて満足ですか？」という‬

‭質問について、何がその満足度を高めるのか、2つ‬

‭の要因がわかりました。一つは「健康状態がより‬

‭良い」方。また先ほどウクライナの方は「いろん‬

‭なコミュニティに所属している」という話があり‬

‭ました。その数を足してみました。たくさんの団‬

‭体に所属している方、そういう方ほど現在の生活‬

‭に満足しているということがわかります。コミュ‬

‭ニティに活発に所属してネットワークをしている‬

‭ような方が暮らしの満足度を高めている。コミュ‬

‭ニティの重要性がすごく分かる結果になりまし‬

‭た。‬

‭　先ほど両義的だといいました。両方の意味が‬

‭あって、不安も高いといいました。ではどういう‬

‭方が不安が高まってしまっているのか。やはり‬

‭「健康状態」が大きな影響を与えています。「今‬
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‭の自分の健康があまり良くない」と思っている方‬

‭は不安が大きいです。‬

‭　もう一つ、矢印が下を向いているというのは不‬

‭安が減るという意味なのですが、「フルタイムで‬

‭仕事をしている」方は不安が減ります。安定した‬

‭仕事を持っているとあまり今の暮らしを心配しな‬

‭くてよくなります。‬

‭　それからもう一つ、これはウクライナの方たち‬

‭の不安を象徴しています。「家族がウクライナに‬

‭住んでいる方」はいつもウクライナの家族のこと‬

‭を心配していて、それで不安が高まるという結果‬

‭になっています。これは戦争の中で日本に来てお‬

‭られるウクライナの方ならではの結果だと思いま‬

‭す。非常に厳しいです。‬

‭　現在の幸福度、「今あなたはどの程度幸せです‬

‭か」と質問しました。何がプラスかというのはこ‬

‭れも同じで、「健康状態がとても良い」方は「今‬

‭私は幸福だ」と感じられます。そして「家族がウ‬

‭クライナにいる」方は今幸福だと感じる度合が低‬

‭くなります。家族がウクライナにいてずっと心配‬

‭していらっしゃる、戦争や家族の安全をいつも気‬

‭にかけていらっしゃる方は今幸福度が低いという‬

‭のが統計的に見ても明らかになります。‬

‭　健康状態が幸福度に大きな影響を与えるという‬

‭ことが分かりましたが、この健康は病気にならな‬

‭いというだけの健康ではありません。Wellbeingと‬

‭いうのは体の健康とともに心の健康も含まれてい‬
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‭ます。‬

‭　記述回答の結果からは戦争のことでいつも不安‬

‭だとか、ストレスを感じて健康状態が悪化してい‬

‭るという心についての記述もたくさん書かれてい‬

‭ます。体の健康状態プラスアルファ心の安心、安‬

‭全もみなさんのさまざまな幸福や満足度、不安と‬

‭いうものに直接に影響を与えています。‬

‭　もう一つは、ウクライナの家族、戦争の不安、‬

‭これが本当に大きいということ。また日本社会で‬

‭コミュニティに関わるということがみなさんの満‬

‭足度を支えていくということ。ここの支援は東京‬

‭都からもいろいろ提供されていますし、今日別府‬

‭や名古屋でも様々な支援がなされているとのお話‬

‭があったように、コミュニティへのつながりの提‬

‭供というのがウクライナ避難民のみなさんにとっ‬

‭て本当に大切だということが示された結果となり‬

‭ました。‬

‭（横山）ありがとうございました。では、いよい‬

‭よ最後のセッションになります。‬

‭　2024年は正念場の3年目でしたが、2025年をみな‬

‭さんのウクライナ避難者支援にとってどのような‬

‭年にしたいか、意気込みやお考えなどを一言ずつ‬

‭いただけたらと思います。‬

‭　では、山田さんからお願いします。‬

‭（山田）ありがとうございます。‬

‭　先ほど申し上げた通り、私たちは足立区で避難‬

‭民の方々に来ていただく日本語教室を始めまし‬

‭た。‬

‭　国が法律を作ったり、行政がルールを作った‬

‭り、施策をしたりすることで変わる部分もあると‬

‭思うのですが、本当のところは多文化共生の社会‬

‭というのは人の心が変わらないと何も変わってい‬

‭かないのだと思うんですね。どれだけ莫大な予算‬

‭をかけたとしても。‬

‭　それは何かというと、私たち一人一人が知り合‬

‭いになって、話をしていくというようなこと。例‬

‭えば私は教室の近くに住んでいるので、近くのコ‬

‭ンビニに行くとウクライナ避難者の方に会うんで‬

‭すね。高校生の生徒などに会えば「やあ」といっ‬

‭て話をします。でもこの時知り合いになっていな‬

‭かったら、多分あいさつはしないんですね。‬

‭　日常で会って挨拶ができる関係ができる。こう‬

‭いうものを地域にどんどん作っていって、人と人‬

‭がつながること。ソーシャルキャピタル、社会関‬

‭係資本という言い方をすることもありますが、こ‬

‭れをどれだけ増やしていくか。どれほど地域に知‬

‭り合いが増えて、「ウクライナ避難民」ではな‬

‭く、「ヴィラさん」、「ユリヤさん」というよう‬

‭に名前と背景を知っていて、お友達で、あいさつ‬

‭ができる関係を作るか。‬

‭　「相談があります・・・」という感じで相談す‬

‭るのではなく、雑談の中で「実は最近歯が痛いん‬

‭だよね」、「じゃあいい歯医者紹介してあげる‬

‭よ」というような関係をどれだけ作れるか。そう‬

‭いったことをやってみたいと思っているので、こ‬

‭れから日本語教室に地域のボランティアの人にた‬

‭くさん来てもらいたいと思っています。毎週会っ‬

‭てもらい、お互いの名前を知っていただく。そう‬

‭すると道やスーパー、コンビニなどでも出会うの‬

‭で、友達をどんどん作っていただきたい。‬

‭　もう一つは、ヴィラさんには先生になっていた‬

‭だこうと思っています。彼女が胸につけている手‬

‭作り人形がありますよね。私たちの教室に通う中‬

‭国やベトナムから来た子どもたちに、その人形作‬
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‭りを教えてほしいと思っています。‬

‭　ただ何かをしてもらうだけではなくて、してほ‬

‭しいです。避難民の方々にも地域づくりをする主‬

‭体になってもらいたいと考えています。私たちの‬

‭生徒にぜひ教えてあげていただきたいと思ってい‬

‭るので、どうぞよろしくお願いします。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　大森先生お願いします。‬

‭（大森）今日お見せしていない質問の一つに、‬

‭「ウクライナの避難民の方々は地域の人々とどの‬

‭ぐらいコミュニケーションがありますか」という‬

‭質問がありました。その結果は、「地域の人とは‬

‭ほとんど交流がない」という回答だったんです。‬

‭　でもこれはウクライナの方たちの問題ではな‬

‭く、ウクライナの方々はものすごく積極的にいろ‬

‭いろなネットワークに関わっているのに、地域で‬

‭声をかけていないのは日本のコミュニティにもと‬

‭もと住んでいる人たちの問題だととても思いまし‬

‭た。‬

‭　そういったことについて、学生にも教えたいで‬

‭すし、自分の研究にも生かしていきながら私も‬

‭もっと発信していきたいなと思っています。‬

‭　みなさんにとってのこの一年が、不安が不安で‬

‭終わることなく、少なくともいい結果になるとい‬

‭いなと心から思っていますし、そのためにできる‬

‭ことをしていきたいと思っています。‬

‭（横山）ありがとうございます。‬

‭　では、中尾さん、お願いします。‬

‭（中尾）今回数字としては明確に出てこなかった‬

‭かもしれないですが、地域コミュニティにおける‬

‭つながり作りについて、町会や自治会、地域のさ‬

‭まざまな活動団体で目を向けている所もありま‬

‭す。ただその取り組みは地域によってそこまで進‬

‭んでいなかったりしますし、日常的にみなさんに‬

‭どう声をかけたらよいのだろうと地域側も悩んで‬

‭いたりします。‬

‭　その時にみなさんからの発信や歩み寄りがあっ‬

‭たり、また地域側からも声をかえてあげられるよ‬

‭うな地域づくりを、東京都としても推し進めてい‬

‭きたいなと考えています。‬

‭　東京都の方でも日本語教室の運営支援、それを‬

‭通じた地域の体制づくりなどをしています。また‬

‭まだ皆さんは体験してないかもしれませんが、日‬

‭本は地震が多く、しかもすごく激甚な激しい地震‬

‭なので、その防災の取り組みから共に支えあう意‬

‭識が生まれていけばよいかなと思っています。‬

‭　また先ほどもありましたが、「避難民＝支えら‬

‭れる側」、ではなく、どういう風に地域に自分た‬

‭ちの活躍の場を見出していけるか。それは何か一‬

‭つの事業を打ち出すというのではなく、様々な生‬

‭活の場面でみなさんご自身でも見つけていただき‬

‭たいし、地域の方からもこういうことができると‬

‭発信していくのもとても大事だと思います。‬

‭　先ほどの東京都の事業紹介ではもれましたが、‬

‭みなさんが東京の生活を楽しんでもらうのも大事‬

‭です。もちろんその前提には安心・安全に暮らし‬

‭もらうというのがとても重要だとは思いますが、‬

‭東京はさまざまな魅力があふれる都市です。2年前‬

‭からウクライナ避難民の方々を東京のサッカー‬

‭チームの観戦に招待させていただいたり、今年は‬

‭世界陸上もやってくるので、そういうのにもぜひ‬

‭参加していただき、ウクライナ人同士だけではな‬
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‭く支援団体や日本人などさまざまな人とつながり‬

‭を作ってもらいたい。‬

‭　そんな1年を過ごして、「やっぱり東京の生活っ‬

‭ていいな」と思っていただけるような都市を目指‬

‭したいと思います。‬

‭（横山）ありがとうございました。‬

‭　やはり2025年は「就労」と「ヘルスケア」の2点‬

‭かなと思います。‬

‭　特に就労については、避難民の方々が自分の専‬

‭門性を活かした仕事に就けるように。仕事とは経‬

‭済的基盤だけではなく、自己実現の大切な一つの‬

‭場であるということ、そして女性が専門性をもっ‬

‭て働くということについても、もっと日本人自‬

‭体、日本社会も意識改革をしていかないといけな‬

‭いと思います。また今日提案していただいたよう‬

‭なこと、資格の問題、外国人の採用、様々な慣習‬

‭の問題などについても避難民と一緒に声をあげて‬

‭いきたいなと思いました。‬

‭　‬

‭あと人柄重視の日本の採用についても、ウクライ‬

‭ナ避難民のみなさんがした経験は絶対に企業の中‬

‭でも活きるはずなので、専門性と人柄の両面から‬

‭攻めてどんどん就労してもらえるように頑張りた‬

‭いと思います。‬

‭　そして2つ目のヘルスケア。どなたかにご指摘い‬

‭ただきましたが、どうしても親しくなった人、良‬

‭く顔を合わせる人に目が行きがちなのですが、こ‬

‭ういう場に来れていない人ですね。多様化してい‬

‭けばいくほどその隙間からもれてくる人、見えな‬

‭くなる人が増えてきますので、避難民の力も借り‬

‭てそういう人たちが孤立しないように、またその‬

‭ことが健康に反映して病気などを発症しないよう‬

‭に、2025年はそこに注力していきたいなと思いま‬

‭した。‬

‭　ありがとうございました。‬

‭　これで第2部のパネルディスカッションを終了し‬

‭たいと思います。本当にありがとうございまし‬

‭た。‬
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